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序

福岡市の東を画する月隈丘陵は、弥生時代から古墳時代を中心として、各時代の遺跡が多く分布して

います。近年は、地下鉄空港線の開通以来、新たな住宅開発が進んでいますが、この地域は昔から人々

の居住に適した土地であったようです。

このたび、共同住宅の開発に先立って、席田青木遺跡の3度目の発掘調査を行いました。その結果、

従来想定されていた遺跡の範囲よりも西に広がって、丘陵の斜面から麓に弥生時代から中世までの集落

が存在することが分かりました。特に、古墳時代の初め頃の環濠や、古墳時代後期の方形の環溝遺構は

注目される所であります。

本書は、これらの調査の成果を収録したものであります。本書が、埋蔵文化財調査に対する市民の方

々の御理解、さらには学術研究に寄与することができれば幸甚に存じます。

最後になりましたが、発掘調査から整理、報告に至るまで、盛立建設株式会社中嶋凡夫氏をはじめ、

多くの方々の御理解と御協力を賜りましたことに対し、心より感謝の意を表する次第であります。

平成9年3月31日

福岡市教育委員会

教育長　町　田　英　俊

例　　言

1・本書は、福岡市教育委員会が、平成7（1995）年8月1日から同年9月14日まで発掘調査を実施した、共同住宅建

設に伴う席田青木遺跡の緊急発掘調査（第3次調査）の報告書である。

2・席田青木遺跡は、1981年発行の『福岡市文化財地図（東部Ⅰ）』で「青木遺跡群」とする遺跡であるが、福岡市内

には青木遺跡という名称が二ヶ所存在するので、西区今宿青木遺跡については青木遺跡（AOK）とし、博多区

（旧席田村）の本遺跡は席田青木遺跡（MAK）としている。

3．遺構の呼称は記号化し、柵列をSA、掘立柱建物をSB、竪穴住居をSC、溝状遺構をSD、井戸をSE、土坑

をSK、性格不明遺構をSXとした。
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Ⅰ　は　じ　め　に

1．調査に至る経緯

1995（平成7）年4月12日、盛立建設株式会社代表取締役中嶋凡夫氏から、博多区青木1丁目290番ほ

かの開発計画事前審査願が福岡市に提出された。申請地は席田青木遺跡の隣接地であるが、平成5年の

第2次調査によって丘陵の東側斜面から麓にも弥生時代から中世の集落遺構を主とする遺跡が広がるこ

とが判明していたので、西側斜面になるこの部分にも遺跡の存在が予想された。埋蔵文化財課では関係

者と協議の上、1995年6月の19・22日に試掘を行った。その結果、申請地は開墾により一定の削平を受

けているものの、弥生～古墳時代及び中世の遺物と遺構が試掘トレンチに検出されたため、遺跡の取り

扱いについて関係者と協議を行い、マンション建設による遺跡の削平の前に、記録保存のための発掘調

査を実施することになった。そして、盛立建設株式会社の受託調査として、1995年8月1日より調査を

開始した。調査は、同年9月14日に終了した。

なお、整理作業は1996（平成9）年度に行い、報告書を作成した。

2．調査の組織（当時）

調査委託：盛立建設株式会社　代表取締役　中嶋凡夫

調査主体：福岡市教育委員会

調査総括：埋蔵文化財課長　荒巻輝勝

埋蔵文化財課第二係長　山口譲治

調査庶務：埋蔵文化財課第一係　西田結香

調査担当：埋蔵文化財課第二係　長家　仲、久住猛雄

試掘調査：埋蔵文化財課第二係　山崎龍雄、池田祐司

調査補助：瀬戸啓司

調査作業：小川　博、鹿毛賢次郎、小路丸嘉人、小路丸良江、村本義夫、森　教子、西畑盛行、脇

坂信重、脇坂チカ、田中　菜、原ハナエ、結城千代子、井上トミ子、森山早苗、平田政

子、網田美代野、川口シゲノ、山下アヤコ、西島マツコ、平田千鶴子、松本ミツ子、清

末シズ工、俣野志津代、江嶋光子、高野瑛子、黒瀬千鶴、志堂寺堂、立水　清、谷　英

二、徳永栄彦、永松下ミ子、永松伊都子、広田安平、松井一美、村山市次、山下智子、

山本后代、吉住クニ子、桑原隆浩、角本光紀、本村辰之祐、千原浩敬、北村幸子、橋本

幸樹、喜田　敏、井上祐一郎、井上隆明、今塩屋毅行、清水耕平、江川博文、大薮健太

郎、久保山勝広、芝藤裕志、永井大志、平川朋和、崎村春子、川原　愛、土倉崇子

整理作業：成清直子、北村幸子、西山めぐみ、尾崎君枝

．以上の他、発掘調査においては山口譲泊、松村道博、下村　智、官井善郎、白井克也（福岡市教育委

員会埋蔵文化財課）、下川航也の御助力、御教示を賜った。整理作業には田上勇一郎（埋蔵文化財課）

の協力を得た。また炎天下の猛暑の中、発掘作業に携わって頂いた多くの作業員の方々や学生諸君には

あらためて感謝の意を表したい。

Ⅱ　遺跡の立地と歴史的環境

1　遺跡の立地と既往の調査

席田青木遺跡は福岡平野の東を画する月隈丘陵の北端近くに位置する。席田青木遺跡は、これまでに

－1－



Fig．1席田青木遺跡周辺遺跡分布図（1／50，000）

A　那珂八幡古墳　B　東光寺剣塚古墳　C　剣塚北古墳　D　　満尾東遺跡10　下月隈天神森遺跡11下月隈官ノ後遺跡

一二三㍉㍉∵，二l∵，二l三一　二‐∴二三子二l享二ll享ll
20　那珂君休・深ヲサ遺跡　21東那珂遺跡　22　桝角遺跡
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1席田青木遺跡（黒塗部は第3次調査地点）　2　上臼井遺　23　駕与丁池遺跡　24　ニッ塚古墳　25　岩崎神社境内甕棺墓
跡　3　中山遺跡　4　下臼井遺跡　5　久保園遺跡　6　席　　遺跡　26　焼地山古墳群　27　古大間池王道遺跡
田大谷遺跡　7　席田赤穂ノ浦遺跡　8　宝満尾遺跡　9　宝

2回の調査が行われている（Fig．2）。遺跡の北側の第1次地点では、弥生時代中期の甕棺墓群、7世

紀中葉の単独古墳（席田青木第1号墳）、中世の城と溝、近世墓地が調査されている（福岡市埋蔵文化

財調査報告書第356集）。第2次地点は遺跡の南西斜面にあたり、弥生中期の甕棺墓群、弥生後期．古墳

時代後期の集落、中世の集落と墓地の一部が調査されている（第408集）。第1次・2次の調査地点は、

現在は造成で切り離されているが、本来は一連の丘陵尾根線にあたる。甕棺墓群も連続するものであろ

う。第2次地点では、集落遺構はそれほど多くは検出されていないので、集落の縁辺と思われるが、地

形と今回調査の成果から、第2次地点の西にある現在の地禄神社付近から第3次地点にかけての緩斜面

が集落遺跡の中心的な広がりになると考えられる。また、志免町側の中山遺跡は同一遺跡であろう。

四王寺山から派生する月隈丘陵は、開析を多く受けた地形を呈し、幾重にも延びた舌状丘陵や独立丘

陵が広がっている。席田青木遺跡の立地する丘陵もその一つである。第1・2次調査地点の遺跡は、西

側に開けた丘陵尾根上に広がり、標高20～41mを測る。一方、今回調査の地点は、西側の現在の福岡空

港のある沖積平野に下りる緩斜面にあり、標高は9～11m前後を測る。なお、遺跡の周囲を含めた月隈

丘陵には、近世の築成と推測できる比較的大きな潅漑用溜池が多く存在する。

2　周辺の歴史的環境

月隈丘陵に分布する遺跡には重要なものが多い（Fig．1）。弥生時代では、席田青木遺跡の南1血に、

大谷遺跡・久保園遺跡・赤穂之浦遺跡・宝満尾遺跡が広がる。大谷遺跡では、弥生後期の竪穴住居から

－2－



鉄斧と青銅製鋤先が、

別地点からは後漢鏡

片が、久保園遺跡で

は弥生中期末の超大

形掘立柱建物を含む

集落が、赤穂之浦遺

跡では鹿の文様を持

つ横帯文銅鐸の鋳型

が、宝満尾遺跡では

4号土墳墓より前漠

末の連弧文明光鏡が

それぞれ出土し、こ

の付近が中期後半か

ら後期前半の月隈丘

陵における中心的な

遺跡群であること示

す。さらにこれらの

南11皿には、上月隈

遺跡などの甕棺墓地

が分布し、下月隈天

神森遺跡では板付Ⅰ

・Ⅱ式の甕棺墓群が

ある。南2kmには国

指定の金隈遺跡が所

在し、450基以上の甕

棺．土墳墓・石棺よ
Fig．2　調査地点位置図（1／5，000）

りなる弥生時代の墓地が調査され、甕棺から出土した人骨群は貴重な資料であり、副葬されたゴホウラ

製貝輪は南西諸島との繋がりを示す重要な発見になった。古墳時代では現在の東平尾公園の周辺に、席

田北の浦1号墳など後期古墳が多く点在する。ただし古墳前期から中期の状況は月隈丘陵では不明確で

ある。

一方周囲に目を転じると、月隈丘陵の西側の福岡空港の周辺は、本来中小の河川が走る沖積平野であ

る。幾度もの洪水と空港の造成によって、現在は全く不明になっているいわゆる隠れ微高地に、遺跡が

存在する。その代表で質・量ともに充実しているのが雀居遺跡である。席田青木遺跡の1．5km南西にあ

る。縄文時代晩期末（弥生早期）の夜目式期の溝から出土した木器は、農耕文化の定着を示し、大量の

土器群と組合式机や弧帯文のある木製短甲などの多種多様な木器を出土した弥生後期後葉の環濠は、内

部に大形掘立柱建物があり、拠点的な集落と言える。周囲には弥生時代の全期間から古墳前期中頃まで

の遺構が分布する。さらに御笠川の対岸にある比恵・那珂遺跡群はこれをはるかに越える巨大遺跡であ

る。弥生中期中頃から古墳時代前期中頃までは、「奴国」の中心の一大拠点であり、遺跡面積は150ha近

くになる全国でも最大級の上記の時期の集落遺跡であるさ比恵遺跡では「那津屯倉」の可能性高い6世

紀後半～7世紀初頭の特殊な大形建物群と三重柵列がある。

次に、月隈丘陵から北東の志免町側に目を向けると、北東1kmの亀山古墳が注目される。大形箱式石

棺を主体とし、大量の朱を副葬した在地的な初期古墳または弥生終末の墳丘墓であり、方形墳とする説

－3－



もある。席田青木遺跡の第3次調査の弥生終末から古墳前期の遺構群は、案外この亀山古墳と関係が深

いかもしれない。すなわち席田青木遺跡は弥生後期～古墳前期の月隈丘陵の中心集落の可能性がある。

Ⅲ調査の記録

1　調査の経過と概要

調査地付近は丘陵の西の緩斜面にあり、南から北に低くなる東西に長い土地である。現況は、南側は

住宅地、北側は川をはさんで駐車場となっている。対象地の南東側は、北に接する住宅地の擁壁となっ

ており、安全のため、ある程度引きをとって調査区を設定した。（Fig・3）。調査は、排土処理の都合上、

調査区を東西に分割し、反転して実施した。地形的に少し高く、南側にやや出ている部分（南部調査区）

は、東側の調査区と同時に調査を行った。

Fig．3　調査区概略図（1／500）　①～⑥は土層番号（Fig・4）

Fig．4　調査区基本土層図（1／30）

‐
三
3
丁

2

3≡≡4　①～③頒
L lバラス（客土）　2灰褐色土（耕作土）

3　明橙色土（床土）　4　灰白色土（耕作土）

9　5　やや橙色気味の灰白色土　6　明橙色土（床土）
7　灰白色土（耕作土）　8　橙色土（床土）
9　噂灰褐色土（遺物包含層）、上面鉄分沈着
10　明黄褐色土（シルト質再堆積地山）
11明橙色粘質土（花崗岩風化蝶乱土）

8≡7

⑥　　　　④～⑥土層

1000m l　①～③1層　2　白色粗砂（花崗岩媒乱）客土

6

＝1
2

1

「「　　　　3－

＝＝4　　　　4′ゝ旦－

3　灰白色土（耕作土、①～③2層）
4　橙灰色土（財ヒ鉄沈殿、①／・／③3層）4’酸化鉄多量
5　灰色土（耕作土、酸化鉄沈殿）、①～③4層

1　　6　酸化鉄及びマンガン沈馳末土（①～③5層）
＝2　　7　灰白色土（耕作土、①～③5層）、マンガン沈殿有り
3　　　8　灰白色土（耕作土）　9　灰白色土＋褐色土（耕作土）
＝4　10　明灰白色土（耕作土、①～③7層）

5　　11灰褐色土（床土、①～③8層）、酎ヒ鉄．マンガン沈殿、遺物包含
6　　　12　暗灰褐色土、遺物多く包含
二＝7　13　明黄褐色土、灰色土混じり、再堆構シルト
二二9

－4－

遺構実測は、地形に合

わせた任意の座標杭を打

ち、これをもとに2m方

眼を組み、1／20で全測図

を、必要に応じて1／10、

1／20の個別実測図を作成

し、地形測量と遺構配置

図は1／100の平板測量を

行った。標高に関しては、

基準点が周囲に見当たら

なかったので、福岡市土

木局作成の道路台帳地図

に記載されている道路面

の標高から移動して調査

区内の標高を求めている。

発掘調査は、1995年8



月1日に調査区の東側と南側の重機による表土剥ぎからまず着手した。同日に機材の搬入を行い、遺構

の検出と掘削を開始した。8月14日に上記の調査区部分の全体写真を撮影した。8月23日までに、東半

・南部調査区の、残りの掘削と図面作成などの作業を全て終了し、同日からこの部分の埋め戻しと、西

半調査区の表土剥ぎの反転作業を行った。8月26日より、この調査区の遺構検出、掘削を開始した。9

月6日に西側調査区の全体写真を撮影した。9月13日までに、残りの掘削、図面作成などの作業を全て

終了し、翌9月14日に、機材の搬出と埋め戻しを行い、調査を委託した盛立建設株式会社に対象地を明

け渡して調査は終了した。

調査地の表土は、表層がバラスや砂の客土であるが、その下は何枚かの水田土壌と床土で、現地表下

約40～80cmで、遺構検出面となる（Fig．4）。地形的に高い方向になる南側では浅く、北側では深い。

遺構検出面は現状の地形と同様、南から北へ低い。地山は、南側の高い部分では花崗岩媒乱土であるが、

他は水成の再堆積土で、明黄褐色～赤褐色土のシルト質土である。深い井戸などの遺構の観察では、こ

の下にやはり再堆積の黄褐色粘質土があり、その下に一部では花崗岩媒乱土、他は白色の粘土層がある。

遺構は、竪穴住居が全て壁周溝のみになったり、柱穴のみになることからすると、全体として60～100

cm前後削平されている。これは、調査区壁面の土層に見られるように、ある時期に周辺が水田開発で大

－C C－

SE01土層

0　黄褐色土（地山ブロック）1暗褐色粘質土、黄褐色土ブロック混入
2　黒褐色粘質土　3　青黒褐色粘質土　4　暗策褐色土、粗砂混入

A　黄褐色シルト　B　黄褐色媒乱土　C　膏白色粘質土（BーC間湧水）

5　暗褐色土　3　褐色土　4　（淡）褐色土

（きめ細かい0　6　淡黒褐色粘質土　7　禁色粘質土

C－8　黒灰色粘質土　9　黒褐色粘質土に粗砂混入10　5層と同じ
11黒褐色粘質土と黒褐色粗砂の混合12　黒灰色粘質土

13　黒色粘質土14　黒色粘質土（きめ細かい）
15　黒灰色粘土16　黒色粘土（非常にきめ細かい）

17　黒色粘土（非常にきめ細かい、粘性強い）

15～17　井筒痕跡内
A～B　地山

A　明橙色粘質土　B　黄褐色花崗岩蝶乱土　C　膏白色粘土

（B－C間湧水）

3　黒褐色粘質土B

5　暗灰色粘質土、黄色粘土肌合

8　2層t責甲1含有　　　　C
03層と同じ

34層に似る、暗褐色砂質土臥D

18　暗鄭変色粘土　J．一一　E

SEO4土層

暗褐色土（耕作土）

ト、褐色土ブロック胤0含有

BL堅掲色土（やや槻）2．黒色シルト（やや粘性）

9

D二二11

7　膏黒灰色粘土
8廟よりやや砂質、黄色臥多量

17　7層に似るが粘性やや甘い

8－寧Om

SEO5掘り方周囲地山

A赤褐色砂質シルト　B（暗）黄褐色粘質土
C　花崗岩蝶乱土　D　明黄褐色粘質土E灰白色粘質土

誘一骨
3層＋灰誓4！‡5漂訝鑓900m　　。O sKO3

18　16層に似る　　‾：※井戸枠の痕跡が見られない

A～E　地山

A　茶褐色土（シルト）、遺物包含層】B　東商色シルト（－上学砂質、下層枯質）
C　赤褐色花崗岩媒乱土　D　明責褐色粘質土（黄褐色：班樹．土含有）

E　－灰白色粘土　（D－E間湧水）

2m

LL⊥」－」－⊥－」
B－　　（1．2　柱抜取後埋土）

A－1S㌫昌品土2　黒色弥

3　黒褐色土（柱痕か）4．7　灰褐色土　5　黄灰褐色土
6．8　にぷい黄褐色土、褐色土混じり（汚れ）

9　黒灰褐色土（板の痕跡？）10　やや赤い灰褐色土
A　明黄褐色シルト　B　明黄褐色砂質シルト

Fig．5　井戸址（SE－0上02．04・05）、土坑（SK－03）実測図（1／60）

－5－

きく地形の改変を受けているこ

とに起因するものであろう。周

辺に溜池が多く存在することも

無関係ではあるまい。こうして

著しい削平を受けているわりに

は、遺構の数は多く、以下に記

述するように、古墳時代後期の

環溝などのように、注目すべき

ものも少なくない。なお遺物は、

弥生土器・古式土師器・須恵器

を主とし、古代～中世の土師器

・黒色土器・陶磁器数片・滑石

製石鍋、石鉄・石錘・凹石など

の石器、鉄器2点などがあり、

パンケースにして30箱弱程度の

量が出土している。

以下、井戸址・土坑．竪穴住

居址・溝・不明遺構．掘立柱建

物の順で遺構について記述し、

遺物のついては最後にまとめて

記す。なお、紙面の都合上、全

ての遺構．遺物について説明で

きていないことを断っておきた

い。また全体の遺構配置や個々

の遺構の位置については、付図

（Fig．22）を参照して頂きたい。



2　井戸址（SE）

井戸は、古墳前期初頭～前半の素掘りのものを2基、古代から中世前期のものを2基検出した（Fig．

5、なおSE03は現代のもの）。その内容については、表1の土坑・井戸一覧表も参照されたい。

SE01（Fig．5右上、PL．5－15）

調査区東端で検出し、一部が調査区外に出る。暗褐色～黒褐色の覆土であった。ほぼ円形のプランで、

素掘りの井戸である。底面は青白色の粘土層に達し、直上の黄褐色媒乱土層との間で湧水する。検出面

より深さ56cmと浅いが、これは削平のためである。遺物は少なく、弥生土器．古式土師器の小片が出土

している。時期比定は難しいが、一応古墳前期と考える。Fig．18－71は、出土した高杯である。SEOl

では土器があまり出土せず、次のSE05とは埋没過程が異なる。

SEO5（Fig．5右中央、PL．5－16）

西側調査区の西半中央で検出した。当初は土坑として掘り進めたが（SK22）、途中で井戸と判明し

た。楕円形の平面プランで、深さは130cm弱で、断面は竪穴状である。掘り方は中位で若干屈曲する。

底面は平坦で、青白色の粘土層に達する。遺物は、古墳前期前葉の古式土師器が上層から下層にかけて

やや多く出土した。パンケース2箱程である。埋土は、地山のブロックを含む土が上層にも多くあり、

，l…

SKOl土層

1～3　上層埋土　4～11暗褐色土に黄褐色土ブロック

12～14、17．18．20．22　（暗）黄褐色土主体

15．16．19・21．23　灰褐色士主体、弟褐色土ブロック含む
A　明黄褐色粘質土　B：舞褐色粗砂土
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Fig．6　土坑（SK－01rO2・08・11・17・23・27．28・31・32・37・38）実測図Ⅰ（1／60）
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遺物の出土状況ともに、埋

め戻されたようにも思われ

た。Fig．18－57～70は、S

E05出土の古式土師器であ

るが、69・70の大形壷は上

層から下層にかけて破片が

あるが、完形に復元するに

は破片がかなり不足してい

る。一度別の場所で廃棄さ

れたものが、土と一緒に埋

められたためか。他の土器

も、鉢等の小型器種以外は

遺存率が悪い。なお59の注

口状に口縁が曲がっている

小形の椀は、・底面に貼りつ

いて出土した。なお掘立柱

建物SBllは（Fig．14－4）、

その軸線にSE05があり、

柱穴の出土土器片から建物

の時期が古墳前期と見られ

ることから、あるいは両者

は共存し、SBllは上屋的

な施設であった可能性もあ

る。

S E02（Fig．5左上、P

L．5－18）

南側調査区中央で検出し



Fig・7　土坑（SK－05・06．07．10・13・25．26・35・36．40・41）Ⅱ　実測図（1／60）

表1　土坑一覧表（井戸を含む）
遺構番号 形状 長軸 ×短軸（cm） 深さ（cm ） Fig ．番号 P L ．番号 切合 時期、その他

S K －01 円形 198 ×162 6 0 6 ・ 4 －12 S B －09を切る 8 世紀後半 ？

S K －02 円形 115 ×100 9 6 － － 弥生終末頃 ？

S K －03 不 整円形 78×78 4 8 5 － － 柱穴 ？古墳初頭

S K －05 楕 円形 1 22×76 1 3 7 － － 古墳前期 ？

S K －06 不整楕円形 150 ×86以 上 1 0 7 － S D－18に切られる 弥生後期 ？

S K －07 不整楕円形 108以 上 （約 118） ×80 1 3 7 し － S D－01に切られる 弥生終末～古墳初頭

S K －08 円形 84 ×76 2 2 6 － － 弥生中期末

S K －10 円形 81 ×76 3 8 7 － S P －349を切る 8 世 紀末頃

S K －11 長 方形 76 ×36 4 6 － S D －01を切る 時期不明

S K －13 円形 由 ×76 16 7 － S E－02に切られる 時期不明

S K 一17 不整楕円形 186 ×40以上 7 6 － S D－01に切られる 古墳前期 ？

S K －23 不 整方形 112×94 2 6 6 － － 中世以降

S K －25 不 整円形 79 ×64 18 7 － S P－664を切る 古代末（11世紀頃）？

S K －26 楕 円形 119×9 4 14 7 － S C －01を切る 11～ 12世紀頃 ？

S K －27 不 整方形 206 ×176 14 6 － S D －01を切る？ 8 世 紀末頃

S K －28 楕 円形 110×6 2 12 6 － － 土墳墓 ？

S K －31 溝状 198 ×5 0 9 （一部のみ20） 6 5 －14 S X －16．17を切る 土墳墓 ？

S K －32 溝状 196 ×4 0 10 6 5 －14 S X －16．17を切る 土墳墓 ？

S K －35 不 整方形 112×8 6 15 7 － SD－罰．SP－717瑚る 時期不明

S K －36 不 整円形 74 ×62 2 6 7 － S D －36を切る 時期不明

S K －37 不整楕円形 74 ×45 13 6 － S D －01を切る 時期不明

S K －38 不 整方形 76 ×74 15 6 － SK－37に切られる S D一01と同時期？

S K －40 長方形 80 ×57 12 7 － － 時期不明

S K －41 不 整方形 76 ×51 19 7 － － 時期不明

S E －01 円形 104 ×92以上 56 5 5 －15 一部調査区外 古墳前期 ？

S E －02 不 整円形 173 ×148 68 5 5 －18 S K －13を切る 古代末～中世前期？

S E －04 不整楕円形 21 0×76以上 115 5 5 －1 7 北半調査区外 古代末～中世前期？

S E －05 円形 9 3×82 125 5 5 －16 － 古墳時代初頭

た井戸である。

平面は不整円

形、断面は上

半が逆台形状

で、中位で屈

曲し、下半は

箱形となる。

底面は平坦で

はない。土層

断面の観察で

は、下半の箱

形の部分に井

戸側の痕跡と

みられる黒色

粘質土の部分

があった。木

質は残ってい

ないが、桶状

のものなどが

想定できる。

遺物は極めて

少なく、時期

比定は、困難

である。しか

し、井戸の構

造と上層より

出土した土師

器塊の破片か

ら（Fig．18－7

3）、11世紀前

後が考えられ

る。また上層

から、越州窯

青磁宴宛の口縁

の小片が出土

している。な

お当初この井

戸はSK04と

して掘り始めている。

SEO4（Fig・5左下、PL．5－17）

西側調査区中央東寄りの北壁で検出した。約1／2強が調査区外にある。断面は逆台形または、SE

02に近い形状である。底面は平坦ではない模様。土層の観察では井戸側の痕跡は不明であるが、堆積状

－7－



況と掘り方から、井戸側があったが崩壊したか抜かれたかして埋まったものであろう。底面は灰白色粘

土層に達し湧水する。遺物は極めて少なく時期比定は困難だが、土師器の杯ないし小皿の鹿部の破片が

あり、類似するSE02の時期や、遺跡の中での位置付けから推定して、10世紀後半から12世紀までの間

のどこかに位置付けられよう。

3　土坑（SK）

土坑は調査区全体で約40基強検出した。Fig．6・7はその一部である。詳細については表1を参照さ

れたいが、以下にいくっかの土坑について述べる。SKOl（Fig・6右上、PL．4－12）は当初井戸とも思

われた大きな円形の土坑である。底面は曲線を呈し、湧水レベルに達しない。掘り方は下層の一部で外

にえぐれている。遺物も遺構の大きさのわりには極めて少なく、廃棄土坑などではない。あるいは粘土

掘削坑とも考えられるが確証はない。土層は、所々に地山ブロックを多く含み、あるいは埋め戻された

可能性もある。時期比定は困難で、Fig・19－117は8世紀後半頃の須恵器の長頸壷の破片とみられ、この

時期の可能性もあるが、土師器の小皿や塀の可能性のある小片もあり、あるいは11世紀前後に下るかも

しれない。SK02（Fig．6左上）はミニチュアの塊（Fig．19－112）を1点出土し、弥生終末か。SKO3（F

ig．5右下）は、土坑というより柱穴である。古墳前期前葉頃で、やや大形の建物の一部をなすか。S

K3「32（Fig．6左下、PL．5－14）は、SX16の覆土に掘り込まれる。南北に長い溝状ないし長楕円形

状のプランであるが、覆土は青みのある黒色土で、両者は互い違いであるが一方の短辺が深くなってお

り、あるいは伸展葬の土墳墓かもしれない。時期は中世か。墓とした場合の副葬品はない。SK31から

石鍋の破片が出土しているが（Fig．19－118）、これはSX16からの混入であろう。なお近接するSK30

Fig．8　SC－01実測図（1／60）

ー8－

は円形のピット状の土坑

であるが（位置は付図参

照）、覆土が類似し関係

するかもしれない。また

SK28は（Fig・6左二列

目）、覆土は異なるが、

SK31などと方位が近く、

類似のものか。SK27は

（Fig・6右下）は、不整

長方形の竪穴で、8世紀

後半頃の須恵器片があり、

時期を示すとみられるが、

やや新しい土師器の宴宛の

小片もある。S K23は

（Fig．6左三列目）、覆土

は遺構検出面の上の水田

土壌に近い覆土であり、

中世後期以降か。SK37

．38は切りあうが（Fig・

6中央）、SK37が新し

く、SK38は6世紀後半

から7世紀初頭のSD01

の掘り方の肩にあり、こ



Fig．9　SD－20　実測図（1／60）

れと同時期か古いものである。な

お、Fig．17－5の須恵器の小形の高

年の杯部片はSD01出土だが、こ

の両者の土坑の上面から出土した

ものにも杯部の同一個体片がある。

SK08は（Fig．6中央二列目）か

らは弥生中期の器台が出土してい

る（Fig19－106）。SKlOは（Fig．

7左下）、8世紀末頃の土師器の

杯（Fig．19－100）と須恵器片を出

土。SK26は（Fig．7中央）、S

C01を切り、白磁碗片を含む。11

～12世紀頃か。SK06は（Fig・7

左上）、弥生終末頃のSD18に切

られ、弥生後期のもの。S K25

（Fig・7右二列目）とSK35（Fig．

7下列中央）は、土師器の塊の破

片を含み、10～12世紀頃であろう。

なおSK20・21は、当初土坑と考

えたが、土層断面の観察の結果、

柱穴と判断したので（SK20は柱

が抜かれていると判断している）、

これらは掘立柱建物を構成すると考えている（Fig．15－6）。

4　竪穴式居址（SC）

竪穴式居址は2棟検出したが、いずれも残りが著しく悪いものである。また、掘立柱建物の頃で「二

本柱」としたものは竪穴住居であろう。また1×1間の掘立柱建物のいくっかは竪穴住居であろう。ま

た、SD36などに囲まれた部分には、主柱穴のない竪穴住居址が存在した可能性がある（後述）。さら

に東側調査区西半から西側調査区東半にかけては、柱穴が多く、弥生時代中期の遺物が散見されるので、

あるいは円形の竪穴住居址があった可能性もあるが、抽出できなかった。

SCOl（Fig・8、PL．5－13）

西側調査区中央で検出した。竪穴の掘り込みは削平で失われ、杭列状の小穴が並ぶ壁周溝（当初SD

43としていた）のみが残っていた。東西4．5m、南北4．65mを測り、方形プランである。壁周溝で囲まれ

た部分は、地山の赤橙褐色土がやや汚れたような状況で、貼床が若干残っていたようである。柱穴があ

るが、竪穴住居に直接伴うものはなく、主柱穴のないタイプのものであろう。カマドの痕跡は見られな

いものの、プランと規模や構造から、6～7世紀のものと考えるが、この時期を示す遺物はない。弥生

土器・古式土師器の破片が少量出土した。Fig19－108は弥生後期後菓～終末の甕である。

SC02（Fig．12中央下）

東側調査区の中央やや西の調査区北壁付近で検出した。大半が調査区外であり、東西の辺をSD05・

15で切られ、プランははっきりしないが、長方形のプランになるものであろう。削平で非常に浅くなっ

ており、住居址とするのはやや苦しいが、弥生終末の土器片がいくっか出土しており、平面プランと合

わせて住居址と判断した。ただし、主柱穴は検出できていない。SD27・29との切り合いははっきりし

－9－
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F i g．　10）（一一一F）　二と月醇区】・断面臣墜1

土層②
1暗灰（褐）色粘質土＋黄褐色土BL　2　時灰褐色土（やや砂質）

3　暗灰褐色土＋培茶褐色土　4　灰褐色土＋茶褐色土BL（少）
5　（暗0灰褐色土

土層③

1（暗）灰褐色土＋招褐色粘兜土BL＋暗茶褐色土BL、しまり．粘性有
2　（噌）灰褐色土＋暗茶杓色土BL、しまり．粘性有
3　灰褐色土＋典褐色粘妊出し少量
4　灰褐色土十弗褐色粘質土BL多景＋炭粒
5　灰褐色土＋黄陶色粘鉦出し少喪＋暗茶褐色土BL多最

土層⑳
1黒灰色粘質土　2　暗灰褐色粘梵土＋暗灰色砂醍土
3　黒灰色土＋暗茶褐色土BL／
4　淡暗灰色土＋黄褐色土BL、しまり有

5　時灰褐色砂筑土、暗茶褐色土含む

土層⑤
5　時灰褐色砂質土

3　灰色砂質土＋赤褐色砂定土　3．3に似るがしまり有

土潤⑥
l　赤褐色砂寛土（鉄分）、粗砂＋灰色砂質土

2　時灰色土＋赤褐色二出L　3　赤褐色土＋灰色士（砂質）
4　赤褐色土BL　5　時灰褐色砂毘土

土層⑦

1暗褐色土＋爵褐色土BLやや粘貸　2　淡灰色土十戴褐色土BL
3　灰（褐）色シルト＋黄褐色土8L抄）十時茶杓色土BL（少）

4　灰褐色シルト十間色出し

0　　　1 2　　　　3　　　　4　　　　5m

ない。SD12が古墳前

期初頭とみられるので、

この両者をその続きと

考えれば、SC02は切

られていることになる。

SC02は不明瞭だが弥

生終末頃の竪穴式住居

址の痕跡であろう。

5　溝状遺構（S
D）
（1）S D20（Fig・9、

PL．3－7・8）

南側調査区東端で検

出した。L字状に曲が

る溝で、削平が著しい

ものの逆台形の断面に

なるか。外側と判断さ

れる西または北側の立

ち上がりが若干緩い。

溝は調査区の外に延び、

方形の環溝か、もしく

は方形周溝墓になるだ

ろう。この溝の東側の

調査区外に関しては、

W

822　　　　　SD38　SD53
ヽ　　　1－－－－－　　　　　　　　　　－1　　ヽ一L－

9．20m旦　sD36　　　　SD47
⑨－′－

9．00m主sD36
SD45　　　　SD45 830831707　　689、

口　．5－＿・．／l‐・

SD40　　　　sx12 －N　9．20m二E724

9．00m旦822　　SD40　　707　　704旦
⑲1／一一－‾し「一一「／

①

E sD35　SD34聖9

E

堤W9．40m N盲④sD36

40m聖篭袈E8．90m

聖sD36竺910m－－土器多

9．00m旦734　SD45

W⑦
SD37　　SD39

E8．80m

＼ノ＝甲－／…．．

芸讐一言墓ご覧芸W一挙8．70m

0　　　　2　　　　4

1日目目口一l　一　子　一　号　－1

土層⑧

1灰色粘質土＋黄褐色粘質土凱1，明黄褐色土孔含む

2　暗灰色（粘質）土＋黄褐色粒子＋炭拉

3　2層に似るがやや明るい

4　3膚に似るが白っぽい灰色土十茶褐色土粒子
5　4層に似る灰褐色土、茶褐色土粒子含む

5・5層に似るが黄褐色土肌多い

6　時灰褐色土（やや砂質）、上より鉄分沈殿

Fig．10　SD34・35．36．37．38・39／40ほか平面図（1／100），土層図（1／80），断面図（1／100）
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反転の際に

重機で表土

を剥いで遺

構を確認し

たところ、

主体部のよ

うなものは

認められな

かったが、

削平が顕著

なので何と

も言えない。

南北6・2m

以上、東西

4．7m以上

を測る。遺

物はコーナ

戸部分に集
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中して古墳初頭の古式土師器が出土した。ほ

とんどが在来系のもので、外来系土器はごく

僅かである。（Fig．18－45～56）。また接合状

況からすると、ここに据え置かれたものとす

るより、別の場所で壊れたものが廃棄された

可能性が高い。ただし底面直上に出土し、し

かもコーナー部分という状況は、何らかの祭

祀的行為を想定できる。よく見ると、幅30cm

弱の土器を出土しない部分があり、あるいは

「通路」かもしれない。この意味でも方形周

溝墓（方墳？）の可能性を示唆する。なお在
／′

来系土器を多く出土する古墳初頭の方形周溝

墓の例には、福岡県小郡市横隈山遺跡3号方

形周溝墓がある。

（2）SD34～39、40はか（Fig10、PL．4－9）

SD34・35・36・37．38・39は一連の溝で、

一定の空間を不整円形または不整方形に囲む

一種の環溝である。SD35はSD34に切られ、

SD39はSD36・37に、SD53はSD38に切

られるが、全体の配置からは、SD35とSD

53・39は本来SD36とも一連のもので、掘り

直された結果、SD34・36・37・38の環溝と

なったものだろう。両者の溝群の土器は、古

いほうが古墳前期初頭（ⅡA－ⅡB期）、新

しいほうが前期前葉から中頃（ⅡB－ⅡC期）

であり（Fig．19－75～98）、屋敷地の存続期間

を示す。溝の底面は、SD34・35のある北の

ほうから左回りに低くなってゆき、SD38・

37（古いほうはSD53・39）に合流し、北に

向かって低くなる。排水的な機能を考えるこ

とができる。なお、SD36の南側には土器が

集中して廃棄されており、器種も甕を中心と

し、日常的な生活空間の色彩が強い。

これらの溝に囲まれた空間には、削平され

ているが竪穴住居が存在した可能性が高い。

SK34とSD46．47、SD50、SD45は一連

のものとみられ、特にSD47（SD46の一部）

とSD50、SD45の内部の細かい溝は竪穴住

居の壁周溝と考えられる。南・西辺は不明な

ものの、東西約3．9mx南北約5・5mほどの竪

穴住居が想定できる（SC03）。ただし、主

柱穴は無い。SD46の内部のSP－814出土



Fig．12　SD－04～13・16～19・21～24・26・27．29、SX－01、SK－09、

SC－20　実測図（1／125、断面1／100）
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の鉢形土器片

は、SD34の

ものと接合し

ている（Fig・

17－77）。さら

にS P－724

・734の両者

の覆土や掘り

方や底面レベ

ルが類似し、

柱が西側から

立てられた点

でも伴うと考

えられ、これ

をSB32とし、

二本柱の竪穴

住居であった

可能性が考え

られる（SC

04）。これに

はS P－822

・704が伴い

四本柱になる

可能性もある

が、柱筋がゆ

がむのでこの

想定は無理か。

SD40は、

SD38やSD

46（＝SC03）

を切り、時期

は不明だが、

方向や他の遺

構との関係か

ら、SDOlの

時期ではない

かと考える。

東側と西側が

それぞれやや

深くなって土

坑状になる。

Fig．19－113は



ミニチュア土器で、古式土師器の小形器台を写したものであり、本来は上記の古墳前期の遺構群に関係

するものであろう。SD41は、SD36を切るL字状の小溝であるが、根拠は薄弱だが、やはりSDOlに

近い時期（6～7世紀）の竪穴住居の壁周溝の痕跡と考えられる。

（3）SD01・02（Fig．11、PL．1－1、2－2・3、3－4）

東側調査区から西側調査区の東端にかけて検出した。SDOlがSD02を切る。SDOlは略方形の環溝

で、SB05を伴い、調査区外北側に延びると想定される。SD02は逆に丘陵の縁辺を囲む可能性もある。

西側調査区部分では、SX16との関係が当初不明確で、SDOlとして取り上げた遺物の一部はSX16の

ものとみられる。SDOlの西側の部分は、溝が分かれ、別区状となる。SDOlのⅩⅢ区の下層は、断面

の形状からSD02の続きである可能性がある。SD02はⅩ区の西で一度途切れるので、この間はあるい

は出入り口かもしれない。土層断面を観察すると、SD01・02とも、部分的なものの可能性もあるが、

掘り返しや数度の溝さらえの痕跡がある。また溝の底面が、数ヶ所段状になる部分があり（特にSD01）、

掘削単位を示すか。SDOlからは須恵器や土師器が出土し（Fig．17－1～9）、九州須恵器編年のⅢB～

ⅣA期にわたり、掘り返しを考慮して、6世紀後半から7世紀初頭にかけて機能した環溝であろう。2

×4間の掘立柱建物（SBO5）を伴うとすれば、上位階層の居宅的な遺構であろう。なお、SDOlには

古式土師器・弥生土器も出土している。SD02からは、量はやや少ないが古式土師器を出土し、溝の掘

削時期は古墳前期初頭で、掘り返しと、土器の様式幅を考慮して、古墳前期中頃まで機能した可能性が

ある。Fig．17－11は、Ⅹ区西端より出土したもので（PL．3－6）、布留Ⅰ式併行（IlB期）の甕D（北部

九州の布留式甕）である。SD02の北側には、同時期の遺構では確実なものがない。
・

（4）SD03（Fig・11）

SDOl・02に囲まれた部分の中央に、それらと直交して検出された。SD02に切られるが、溝の時期

は出土土器から古墳初頭（ⅡA期）であり（Fig17ー21～28）、SD02と近接する時期で、SD02の掘り

返しを考慮すると、当初は一連の溝であった可能性が高い。溝は北端で細くなって終わる。地形的に低

くなる方向であり、あるいは溝の中への入口であったことも考えられる。

（5）SDO6・07■08・09・10・l上12・16・17・18・21（Fig．12）

これらはSD01・02に絡むか、その北側にある溝のうち、弥生時代から古墳時代前期のものである。

このうちSD17は弥生中期後半の土器片を出土し（Fig．19－102・103）、その時期であろう。またSD12

は、SD16・17を切り、SD02に切られるが古墳初頭の在来系の丸底の壷形土器片を含み、SD03と時

期的に共存するか。SDO8．09と溝状のSXOlからSD21にかけての溝の列と、SDO9・24・16（18？）

の溝の列は平行し、いずれも出土土器から弥生後期後葉から終末期と思われ、この間にはさまれた空閑

地はあるいは道状のものかもしれない。削平を勘案すれば、本来は幅1・5－2m程度のものである。道で

なければ、並行する二つの溝列は、二重の環濠かもしれない。この場合丘陵の裾を廻り、集落の中心は

溝群の南側となる。いずれにしても興味深い。これらの溝のうちSD24は、底面が階段状になっている。

SD06は、小形丸底壷の破片を出土し、下限は古墳前期前葉にあるが、上記の溝群の北側の列が、SX

01とSD21の間で途切れることからすると、あるいは“道”が、この部分で北に枝分かれするのかもし

れず、この場合掘削時期は弥生終末にさかのぼるかもしれない。

（6）SD04・05（Fig．12）

いずれも「コ」字状の小溝で、SD04はSD12を、SD05はSD06を切る。おそらく削平された竪穴

住居の壁周溝の痕跡と考える。いずれも遺物は少なく時期比定は困難だが、弥生終末ないし古墳前期の

溝を切る点などから、SDOlに伴う時期のものと推定する。SD04はSB05に切られる。なお、SD13

・15は、遺物ではよく分からないが、これらと同様の時期になる可能性がある。

－13－



6　掘立柱建物（SB）

調査区全体で約40棟前後検出ないし復元した。現場では、主要な柱穴について、平板図における柱穴

の配置や、覆土の色・質、掘り方の深さ・形状、半栽した土層断面を常に見ながら、柱穴の組みあわせ

による建物の復元に務め、上記のうち約半数を現場において推定した。残りは図上で推定したものであ

る。このうち「二本柱」としたものは、掘り方・土層の観察から、他に組みあう柱穴が無いが、その二

つは関連性が極めて高いと判断したもので、おそらく弥生後期から終末（一部は古墳前期か）の竪穴住

居の削平されたものであろう。また、1×1間の建物のうち、柱穴が比較的深く、調査区が北に向かっ

て低くなるのと無関係に柱穴の底面のレベルが近似するものは竪穴住居（古墳前期か）の可能性が高い。

柱穴の半裁は、現場で建物を構成すると判断した比較的多くについて適宜行い、土層図を作成したが、

今回の報告ではそのほとんどについて割愛している。各建物（全てではない）の詳細については、表2

の掘立柱建物一覧表を参照されたい（図は、Fig．13・14・15）。

これらのうち、SBOl・03．04（いずれもFig．13）はほぼ同一方向で、同時期のものであろう。時期

比定は難しいが、SB03の柱穴のいくっかから土師器の杯の破片が出土しており、SP－26からは土師

器杯の鹿部片があり、やや厚く板目圧痕のあるものは13世紀頃のものと考えられ（ただし切り離しの調

整は摩滅不明）、これらの建物群の時期を示すか。なおSB03は構造的に厩屋の、SB04は倉庫の可能

性がある。SB03と切りあう形になるSB26は（図は付図参照）、柱穴より奈良時代頃の須恵器や土師

器の破片が出土しており、Fig．19－101の土師器の甕形土器は8世紀末頃のものか。SB05は（Fig・14）、

位置的にSDOl・02のいずれかに伴うと思われ、柱穴内の遺物の下限は古式土師器であるものの、SD

02とは近接しすぎており、SD01に伴うと考える。これは柱穴と、いくっかの溝との切り合いからして

も妥当であろう。Fig19－119は、この柱穴の一つのSP－161から出土したミニチュアの土製品（の一

部）だが、あるいは土馬に類する土製品かもしれない。この建物の柱間の一部には束柱があり、建物中

央には屋内棟持柱がある。SB12．13・14は、SD36と切りあうが、いずれも柱穴の形状・掘り方、建

物の方位や形態・規模が類似し、前後する時期のものであろう。Fig．19－100の土師器小皿は、SD36－

Ⅲ区出土と注記されて取り上げられていたが、明らかに別の時期のもので、SB12を構成するSP－70

0の可能性が高い。この場合、SB12は12世紀後半前後となる。SB15．17はこれらと方位が近いが、

柱間と柱穴の掘り方が異なり、弥生終末ないし古墳前期に属する可能性が高い。SB17のSP－646よ

り、ほぼ完形の弥生終末の鉢形土器が出土している（Fig．19－109）。SB06は、1×1問の建物だが、

先述した理由で竪穴住居の削平であろう。ただし、竪穴住居の柱穴は経験的に柱が抜き取られている場

合が多いが、この建物の柱穴は全て柱痕があった。SP－300より大形の石錘の破片が出土している

（Fig．20－14、出土状況はPL．6－25）。SB09は、そのうちの柱穴二つより底面近くで弥生中期の土器片

が出土し（Fig・19－114～116）、時期も弥生中期後半であろう。SB37は（Fig．15）、二本柱の竪穴住居の

削平とみられるが、このSP一808からは、やや大形の鉢形土器（弥生終末）がほぼ完形で出土してい

る（Fig．19ー104）。これらの建物の時期比定は、各柱穴内の遺物や、方位、建物の規模・形態・構造、

柱穴の掘り方・覆土、及び切り合い関係から総合的に判断しているが、遺物も多くは小破片のみで、上

限を示すにとどまり、実際はなかなか難しく断定できない部分もあることをお断りしておく。

7　不明遺構（SX）

検出時において、土坑とも溝ともっかない不整形の遺構や、プランや掘り方の不明確なものを不明遺

構（SX）とした。土坑（SK）や溝（SD）などに編入すべきものもあり、一部は調査後変更してい

るが、多くはそのままになって…いる。ここでは、調査当初「包含層」としたSX16・17について記述す

る。
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Fig．13　掘立柱建物実測図Ⅰ（1／80）※柱穴の横の数字はPi t番号
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表2　掘立柱建物一覧表

遺構番号 規模 建物の形状
方位 Fig． P L ． 時期

S B － （梁行 ×桁行） （梁行×桁行）

S B －01 2．4 ×5．16（m ） 2 ×3 間 N －74。－W 13 －2 ／ 6 －22 12～ 13世紀

S B －02 3．26 ×3．34 1 ×2 N －74。－E 13－3 6 －20 古墳前期 ？

S B －03 4・52 ×5．50 2 ×3　 庇付 ？ N －76。－W 13－ 1 6 －23 12～13世紀 ？

S B －04 3．18 ×3．28 2 ×2　 総柱　　 。／さ N －14。－E 13－4 6 －21 12～13世紀 ？

S B －05 3．56 ×6．0 2 ×4　 平屋建物か N －75。－E 14－ 1 6 －19 6 世紀後半～末 ？

S B －06 2．42 ×2．52 1 ×1　 竪穴住居 ？ N －82。－E 13－5 6 －24 古墳前期 ？

S B －07 1．42 ×1．66 1 ×1 N －330　－E 16－3 7 －28 弥生 （後期ー終末）？

S B －08 1．58 ×2．32 1 ×1 N －58°　－E 14一2 － 古墳前期 ？

S B －09 1．80 ×2．60 1 ×2 N －39。－E 14－3 7 －26 弥生中期後半

S B －10 2．10 ×4・56 1 ×2 N －22。－W 14－7 7 －29 古墳前期 ？

S B －11 3．16 ×3．56 1 ×1 N 一73。－E 14－5 7 ー33 古墳前期

S B －12 3．40 ×3．45 1 ×1 N －8 。－E 14一6 4 －9 12世 紀頃 ？

S B －13 3．16 ×3．44 1 ×1 N －8 °　－W 14－5 4 －9 12世 紀頃 ？

S B 一14 2．78 ×3．46 1 ×1 N ー15。ーW 15－ 1 4 －9 12世 紀頃 ？

S B －15 3．38 ×4．24 1 × 1 N －1 。ーE 15－ 7 － 弥生 （後期～終末）？

S B －16 2．45 ×3・05 1 ×2 N －14。－W 15－ 2 7 －31 古墳 前期 ？

S B －17 3．88 ×3・40 1 ×1　 竪穴住居 ？ N －1 。－W 14－ 7 7 －27 弥生 終末 ？

S B －18 4．38 × 2 ×？　 庇仲 N －20。－W 15－3 7 －30 中世 前期 ？

S B －19 2．0以上 ×4．05以上 1 以上 ×3 以上 N －20。－E 15－ 5 7 －32 中世 前期 ？

S B －21 3．35 × 1 × ？　 大形建物 ？ N －67。－E 15－6 － 弥生 ？

S B －22 2．23 ×2．33 1 × 1 N －650　－W 15－4 － 時代不明

S B －25 1．92 ×2．15 1 ×2 N －73。－E 15－10 － 弥生 ？

S B －30 － 2 本柱　 竪穴住居 N －8 0　一E 16－ 2 － 弥生 （後期～終末）？

S B －31 （2．05 ×　 ） 2 本柱　 ？　 竪穴住居 N －68°　－E 15－ 8 － 弥生 （後期～終末）？

一s B －32 － 2 本柱 （1 ×1 間 ？）竪穴住居か N －9 。－E 10－上 4 －9 古墳前期

S B －33 3・52 ×3．54 1 ×1　 庇仲 N －45°　－W 16－ 1 － 弥生終末 ？

S B －36 － 2 本柱　 竪穴住居 N －84°　－W － 7 －27 弥生 （後期～終末）？

S B －37 － 2 本柱　 竪穴住居 N －21。一W 15－11 － 弥生終末

S B －38 － 2 本柱　 竪穴住居 N －89。－W 15－12 －
弥生 （後期～終末）？

S B －39 － 2 本柱　 竪穴住居 N －87。－W 15－ 9 －
弥生 （後期～終末）？

SX16．17（Fig・11参照、およびPL．3－4）

西側調査区の北東部分で検出した。遺構プランははっきりせず、全体的に浅く、一種の地形の凹みの

遺物包含層であるが、SDOl・02と絡みこれを切る形であるので、あるいは人為的なものである可能性

もある。あるいは園池かもしれない。このSX16の時期は遺物より11世紀前後と考えられ（Fig．17－29

～43参照）、周囲に同時期の建物が集まり、有機的な関係が考えられる（Fig．21－Ⅳ）。SX17はSX16

の東側のやや深い部分である。これらの底面は凹凸があり、生痕状の小穴が多数認められ、池とする想

定もあながち否定できない。

8　出土遺物

（1）土器（Fig．17・18・19、PL．8）

土器の観察については、表3の土器観察表を参照されたい。なお、須恵器の時期は小田富士雄氏の九

州編年に準拠し、古代からの中世の土器の時期は、太宰府資料による各氏の編年に依拠した。古式土師

器の編年は、詳細は後日に期したいが、筆者の独白わものであり、以下に簡単に説明しておく。Ⅱ期と

は、在来系土器が残存しつつ消長してゆく時期で、在来系甕は丸底が大部分の段階である。既往の編年

表3　土器観察表
F i g －恥 種 類／器 種 諺 甜 翫 鷺） 成形 欄 整 描 劃

色 調 胎 土 焼 成 時期 備考 （登 録番 号）

17－ 1 半 須 恵器／杯 身 男 完形 （受部 先欠 ）／1 53％ ？4・8 ？） 譜 享妄二 品 5 デ 黄灰 ／…灰 色 1m 軽 度の 砂 粒 含
む、精良

萱存質 Ⅲ B 新 相 （00008）

17－　2 半 須 恵岩／覇こ蓋 天 井部 欠損 ／1／8
12．0／一

一／（3・45）

譜 ‡㌢ 天井 部 ケズ リ？ 黄灰 ／…灰／邑 精良 ／′ Ⅳ A 期 （00006）

17－　3 S D 0 1－Ⅸ 区．西半 須 恵器／杯 身 時 完形／1／2
手隻％ 哲 0 譜 ‡妄こ禦 ； 初 。状

灰色 精良 ／ケ Ⅳ A 期 （00009）

17－　4 S D 0 1－Ⅶ 区．西半 須 恵器／杯 身 時 完形／1／2 掩 23営－5 雷 雲 ；妄こ讐警 ； 言初 。状
灰色

1～ 2m の砂 粒含む、
精良 ／ケ Ⅳ A 期 ′（00004）

17－　5 S D 0 1－Ⅸ 区・西半 須 恵器／高 杯 杯 部の み／1／4 ㌢ 6 5）
ヨコ ナデ

灰色 呈鰯 指 の 砂 粒 含
〟 Ⅲ B 期 ？

17－　6 S D 0 1－Ⅸ 区．西半 須恵器 ／長 窺 重
？

ー／19－3

－／（11・3）

享 葦 芸芳書 二品 孟 宗デ 彫 髭 ～黄 灰 ⅰ～ 3m の砂 粒含 む ／／

17－　7 須 恵器／甕 可
－／一

一／（10－8）
外／灰 白
内／黄 灰色

細砂 粒を やや 多 く
含む ／／

17－　8 S D 0 1－Ⅹ 区．西半 土 師希 ／甕 ロ緑部 ／1／5 18．0／一

一／（4．5）
浅黄 橙～ 橙色

紺 花 崗 岩
良好 6世紀 後半

17－　9 S D 0 1－Ⅹ 区 土 師器 ？／支脚 受 部／2／5 誓‰ ） ナデ ？
ナデ ．

橙～ 赤橙 色 2mロまでの 砂 粒 を
含む

二次 焼
成あ り

結 う ドに 伴 うも

17－10 S D 0ⅰーⅦ 区．中央 書 生 土器 ／小 形 略 完形 ／2／3 5㌔23覧5 浅黄 橙色 瞥慮 蔚 色 粒．長石 良好
黒斑 有

薯 畠 中期末 ～後 期 （00028）

17－11 S D 0 2ーⅩ 区．西端
古式 土師 器 ／甕 空欄 あ 綿 三； 露 リ 灰 白～浅 黄橙 色 1皿以 ・下の 砂 粒 を

多 く含む 普通 ⅡB 期

17－12 S D 0 2－Ⅹ 区．西半
古式 土師 器 ／高
杯 杯 部 のみ／1／4

23－7／一

一／（6・ⅰ）
露 呈詣 義 し不 明 萬4蛮 誓轟 色

水 こし精 良
良好
黒斑 有 ⅡA 期

17－13 S D O 2－ Ⅴ区．甫半 密 生 土器 ？／高 脚 柱状 部 のみ 竺難 篤 4・6 浅橙 ～灰 白色 精 良 普通
畜 生終 末 ～古墳 初

在 来系 （00044）

17－14
ト

京 式 土師 希 ／高 杯 鹿部 の み 竺焚 狩 4・7
摩 滅 し不 明 浅黄 橙色 0・5～ 5m の 長 石 ．

石英 含む
普通 古 墳初 頭か

ー17－
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Fig．16　掘立柱建物実測図Ⅳ（1／80）

●表3（つづき）

17－1 5 S D 0 2－Ⅹ壙
古式 土師 吉 ／塙
状 高1不 脚 柱状 部 のみ ／（3－75） シポ リ 浅 橙 －白色 水 こ し精 良 良好 Ⅱ A 期カ、

17－ⅰ6 9 20
古式 土師 器 ／脚
付 鉢 朋Ⅰ部

甥 紆 ー2
赤 橙 －橙色 水 こ し精 良 良好 古墳 初頭

17－1 7
ト

古 式土 師吉
小 形丸 底柑

11・8／10．3 5

－／（4・2） 内外 摩滅 し不 明
黄 橙色 水 こ し精 良 良好 ⅡB 期か

ⅰ7－1 8 古式 土師 器 ／小
形 器台

受部 のみ／ⅰ／8 8．9 5 ？／一

一／（1－9）
浅 橙色 水 こ し精 良 良好 Ⅱ B 期 －Ⅱ C 期

17－1 9 古式土 師器 ／鉢 19－5／19・1 5

－／8．8 5
浅 黄橙 色

酎 ～ 3m の 砂 普 通
黒 斑有 古墳 初頭 か

17－2 0 古式土 師 器／壷 鹿部／1／3 －／（4．2） 押捺 、ナデ
筑 4蔑 箕忌 色 1－ 5m mの 長 石 、花

崗岩含 む
やや 不
良 古墳 初頭

17－2 1 S D 0 3 古式 土 師 器／小
形 器 台

受部 底へ／脚部
上部 ー／（3・0）

灰 色
好 恕 Ⅲ 以下 の砂 やや 不

良
古墳 初頭

17－2 2 S D 0 3 古式 土 師 器／高
1不

柱状 部
－／（6－2）

ヘ ラナ デか 浅 黄橙 ～灰 白色
多 く含 む

普 通 古 墳初頭

17田2 1 S D 0 3．R 一－1 古式 土 師 器／脚
付鉢 鉢鹿 部～ 脚部 脚 鹿部 位8．0

－／（2・9）

震浩 幸 害票 浅橙色 水こ し精 良 良好 古 墳初頭

17－2 4 S D 0 3．R 一3
古 式土 師 吉／脚
付鉢 脚部 ／1／2

甥 曹 8・0
内 外摩 滅 し不 明 浅橙色 水こ し精 良 良好 古 墳初頭

17ー2 5 S D 0 3
古 式土 師 器／脚
付鉢

焚管 部～ 脚 部 （裾 部
－／（3－8）

押 捺、ナデ
浅黄橙 色 石含 む 良好 古 墳初頭

17－2 6 S D 0 3
形丸 底壷

口緑 ．～休 部中 位 9．3 5／9－8

ー／（5・o）

描 摘 綜 晶 メ残 る 浅橙 ／～灰 白色
等含 む

良好
黒斑 有

ⅡA －Ⅱ B 期

17－2 7 S D 0 3・R －2 古 式土 師 器／脚
付鉢 田／（2・6）

浅l登／～橙 色 水こ し精 良 良好 ⅡA 期

17－2 8 S D 0 3 古 式土 師 器／甕
D ／l／4 －／（5・4）

朋 禦 甥 軒 コナデ ） （浅 ）黄 橙色
精 良、微砂 粒 を 含
む 良好 ⅡA 期

17－2 9
S D 0 1－－，X Ⅳ区
（S X 1 6か ） 土師 器／境

軍‰ ） ヨコナ デ

ヨコナ デ
精良 良好

出 潮 紆 頃 ？

17－3 0 （S X 1 6か ） 域
－／－ ヨコナ デ

浅橙 ／…灰 白色 精良 良好 11世‾紀頃 （00 0 19 ）

17－3 1
（S X 1 6か ） 塙

／－
ナ デ

灰白 色 精良 良好 （00 0 17 ）

17 －3 2
（S X l Gか ） 台付 塙

－／田 外／橙色
内／黒色

精 良 良好

17－3 3 須恵 器／杯 身 12－0／一

一／（2．6）
ヨコ ナデ 黄灰 ～灰 色 精 良 須恵 貿

良好 ⅣA 期 か （00 0 05 ）

17 －3 4 脚 裾部／l／8
甥 滑 11．4 ヨコ ナデ

ヨコ ナデ
灰／～ 膏灰 色 精 良

須恵 質
良好 （00 0 13 ）

17 －3 5 S X l（i 鹿 部欠損 ／1／3
ⅰ5－0／一

一／（4・8）

鋸 鮎 を 精 良 良好 1ⅰ世紀

17 －3 6 S X 16
台付 境

ー・／－
6／0／（2・6） 灰色 ）

精 良 良好 11世紀 頃か

17 －37 S X 16 13・0／一

一／（3．1）

外／灰 白色
内／暗灰 色

精 良 良好

17 1 38 S X 16 域 略 完形／ⅰ／8 12．0／一
6・3／3・6 5 ナデ ？ 精 良 良好

17－3g S X ⅰ（i 土師 器／壙
－／－

一／（4．7）

ヨ コナデ
浅橙 ～／灰 白色 水 こ し精 良 良好 11世紀

17－40 S X 16 土師 器／小 皿 鹿 部／1／4
ー／一
8．0／（1．0） 回転 ナデ 灰 白へ／技 黄橙 色 水 こ し精 良 良好 12世紀 初頭

17－41 S X 16 ／－
6．6／（1．8） ナデ

灰 白色 精 良 良好

17－42 S X l6 台 付塊
高 台径7・5

－／（1－6）

ヨ コナデ
ミガ キ ？

外／灰 白色 水 こ し精 良
砂粒 微 量 良好 11世紀 頃か （00 0 1 1）

1 7－43 S X 16 鹿 部付 近
撃貿 紆 可

灰 自～灰 色
夢 早産哲 粒 子 を

良好 平安 中期 か

17－44 S X 16 土 師器／威 把 手部 ユ ビナデ （ぎ炎）橙色 粗 い 良好 6へ／7世 紀 ？ （00 0 2 5）

1 8－45 古式 土師 器 ／甕
A

2 4・6／一
／（16・4） 摩滅 し不 明

浅橙 色
多 く含 む

普通 ⅡA 期

ⅰ8－46 古式 土師 器 ／甕
A

／2 4．7 5
／（15・1）

ナデ ？ 鋸 離 監 3m mまで の 砂 粒 を
多 く含 む

普通 F A 期

1 8－47 古式 土師 器 ／甕
A ？

1 9・0／2 8・7

～／（16・5）

タテ ハケ 赤橙 色
3m mまで の 砂 粒 を
多 く含 む 普 通 ⅡA 期

1 8－48 S D 2 0一　Ⅱ区
古式 土師 器 ／甕
A ？

－／－
6・1／（4・5 5）

押捺 あ り

へ ラナデ ？
赤橙 色

3m mまで の 砂 粒 を
多 く含 む

普 通
黒 斑有 ⅡA 潤

8品 p － 個体 か・広い レ ンズ底 ・在 来 系（0

1 8－49
杯 不可

－／一

一／（6．6 5） 摩滅 し不 明
詰矧 詑

多 く含 む
普 通 古墳 初頭

18－50 古式 土師 器 ／高
1不 可

／一
／（4・6）

橙 色 彦 壷義 望 良 良好
黒 斑有

ⅡA 期

1 8－5 1 S D 2 0・一　Ⅱ区 古式 土師 器 ／山
陰 系甕 不可

－／一
／（4・3）

監監 監禁 ∃ ∃‡享 浅橙 色 含 む 普 通 ⅡA 期

1 8－5 2
古式 土師 器 ／手
捏 ね域 ほぼ 完形

8・8／一

・一／3－3

ナ デ、押捺
赤橙 色 含 む 普 通 （000 9 2 0

1 8－5 3 子 形 把手 部
鷺 讐㌶ 駄 1・8

ナ デ 赤橙 色
11肌程度 の 砂 粒 を
含 む 普 通

18－5 4 古式 土師 器 ／甕
A

略完 形／3／4 1 1－5／1 1－6 5
／13・0 ナ デ、ケズ リ

赤橙 ・～灰 褐 色
む

薫 淫有 ⅡA 期

1 8－5 5 古式 土師 器 ／甕
A

1 7．3／1 7．9

－／（8．2）

鋸 翳 臣
含 む 普 通 ⅡA 期

1 8－5 6 S D 2 0コ一 ナ一部 古式 土師 器 ／甕
A

／一一
2．2／（6．3 0

晶 晶蒜鼠 禦 ㌍ 禦 弊 外／灰 黄色
内／浅 橙色 含 む 普 通 ⅡA 期 0 8 8）

1 8－5 7 S E 0 5－－下層
古式 土 師器 ／甕
A

ⅰ5－6／一
／（8・9） 赤橙 色

3m mま での 砂 粒 を
多 く含 む 普 通 ⅡA － ⅡB 期

1 8－5 8 S E 0 5一下層
古式 土 師器 ／甕
A

／－
5．9／（5．3 5） 赤橙 色 含 む

普 通
黒 斑有 ⅡA 一 ⅡB 期

1 8－5 9 古式 土 師器 ／手
捏 ね域

ほぼ 完形 7・0／一

一／3－4

ナ デ、押捺
ナ デ

赤 橙／…灰橙 色
含 む

普 通 ⅢA － ⅡB 期

1 8－6 0 S E 0 5－上 層 古式 土 師器 ／小
形 器 台

脚部 ／2／3 甥 野 10．2 内 外摩滅 不 明
（ナデ ？）

外 ／赤 橙色
内 ／灰 橙色 多 く含む 普 通 古墳 初頭 か 禁 鳥 霜 傭 評 。

18一6 1 S E 0 5－下 層 古式 土 師 器／手
捏 ね囁 ほぼ 完形 7・4／－

3・4／3／6 赤 橙色 1m m程度 の 砂 粒 を
含 む

藁 淀有 （00 05 0）

1 8－－6 2 S E 0 5－下 層
古式 土 師 器／広

口壷

一／17．6

ー／（12－2 ）
赤 橙色 多 く含む 普通 Ⅱ B 期カ、 （00 05 6）

1 8－6 3 S E 0 5一最 下層 古 式土 師 吉／脚
付鉢 ？

脚部 ／2／3 甥 紆 4・2 内 外摩滅 不 明 赤 橙色 3m 1ま での 砂 粒 を
多 く含む

普通 （00 04 9）

1 8一朗 S E 0 5一上 層
形鉢

口縁 端部 欠損
略完 形 1／2

－／－
3－3／（4．9 ）

票 幣 聖 撃部 押捺 技 橙色
含む

藁葺 有 （00 04 8）

1 8－6 5 S E 0 5…下 層
形鉢

略完 形／1／3 11・4／－
4－6′4－3 粗 いナ デ

赤 橙色 2mmま での 砂 粒 を
含む

薫淀 有
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●表3　（つづき）
1 8　 6（i 12 ．8／

3．1／4・8 尿 白色
相 で の砂 粒 な 朋 イー．

ⅰ8　 6 7 S E O5 器／鉢 ⅰ4－5／
5・8／5・1

鋸 雄 臣 鰭 私 イ湖 ．長石 融 有

1 8－－．6 8 S l王05 林
冊 ／．馬 2 2．6／

／（6．95 ）
／船 路 翫 底 酌剛 。 鋸 腫 色

む
鎚 好

1 8．－6 9 腐 ．土師 杏 ／大 3 7焔 ・5） 好捕 ；ナ ・ 鼠 禦撃 ハ ケ
柏 色 石 姓右 艮 好 lL∧　 1日lⅰ間 離 舟 儲 都 紺 野

1 8－－7 0 1捕 上納欄 ／大 財 部 中位 やや 下0 0 － ／
／（1 6・4） 柏 色 出口

lM ／

1 8 －－7 1 S L／0ⅰ 1台
高林

脚 熱ど肝 4
良 好

1 8‥7 2 C か
l甥 6 ‖建 言

フー
湖 悟 敲 色） 佃 鵬 評 曹通 IL八 期

1 8　 －3 ／

一／（3－6 ）
相 良 良 好 （00 1 0 4 ）

1 8　 7 4 S P 6 8 2 9 ．3／
7・7／l・15 ナヂ 洩柑 色

お漂 膿 0）紗 相 を
良 け （00 1 3 0 ）

1 9 －．．7 5 L
／
諺朋 葦／ 1 0舟宵 ） 掘 削 陀 紺 曹 粒 わ ず

良 好 ll C 柑－

1 9 一一7 6 S D 3 4
亮痛 言 縛 ／′ト 甥 群 1 0．8 良J　 英7柊石合 良 好 11 1 3 糊か

1 9 口．7 7 8 ⅰ4 l
／

親 缶l探／ l l）5 15 恕 ぎー哩0 秒 粕 を 仲通 LI D 糊か

1 9 －　78 ℃・．上0
臣h
器 ／小 ／

／（4－8） 良好 lL D 勅か

1 9 ．79 S L）3（； ）欄 ）上 票／ 1男 ・3）
洩柏 色

娠 し棚減L イ／英
良女子 （00 0 6 7 ）

1 9 ‥80 S l0 3 5 聴 ／
4・7／（有5）

パケ
ハケ 、－

Tか

、押捺

渋 耀 ）砂 粒 を
津通 11∧ －P jか

甑 常 ，弧 稟胤 翻

1 9－8ⅰ ．
′

式－上輌
形丸 底
・ぷ／ 潤 ～体 ．馴 1佗 1 1‰ －3） 摘 珊 ヨ ＝け ヂ ？（輝減 ） 掩柏 色 鮎 粛 陀 良好 IL C 糊

1 9 －82 l
／

諺克醐 ／ 贈 ．／休 部 方 1リん，7） 銅 鏡 ：4、 謡 寂 滅 ） i槽 飽 冶
水こ し相 良 良好 ⅡC 初

1 9 －－83
′下形丸

慧／
／1／5 ／（6・3）

機 雷一望 ナチ 、（膵減 ）
柏色

財 糟 ．
11好 Ⅰt C ルー

1 9 ‥馴 S D 3 6 －田北
／爽A

一戸潤 ♂） ㍗ 帯 ∵ ㍍ 撃 ㈲ 朋 有
ⅰf l 3　 u C 川－

摘 蝕 瀾 競 うナ ヂ弱 い

19 一一85 メ組 用 ヂ 朋 ．／底 部 ／1 7－5 5
／（16 ．3）

タテハ ケ
ハケ メ1・

細 胱
如 闇 ㌘ 砂 粒 を 掴 有

11 C 期

19 －　86 ／煉lO ／ⅰ／5
18 ヌ

）
胱 朋 睾 ：；持 洩相：色 l nⅥ1F

合む
の 砂 粒 を 曹通 H C 期

19 －空87 S D 3 8 櫛 ）口補器
／ⅰ／4

17 ．4
／ ）

胴 給 妄 吊 膿 汁 持 鋸 雄 一／他
多 く合む 沖通 Il C 期 禦 鎚 誹 舶 取 。気味 ・＝紹外 舶

19 －88
四 半下 府 ／無A （Ⅰ）） ／l／5

（18 ・0）／．

．一・／（8・0）

2 m田1で
多 く 普通 lL C 期

19 －89 S D 3 6 －1Ⅲ一夏 ／難D
17 ．4／2 4 ・9

－／1 3・5

桐 錆 ／ ㍍ 憲 5 1 ち 2 m田1
多 く 普通 ⅡC 期

扁 品左蒜 離 脱 好 餌 あ 。

ⅰ9 －90 小形 鉢
朋 0）み 欠拗 12．3／一一

3．3／（3．0）
詳良 ・イー撒 ・郁 合 山好

ⅰ9 ⅲ一・9ⅰ
皐 甥 薩 Ⅲ区． 報 謝 憫 ／ 朋 ・朝 火刑 12．5

4・4／ 5）
鋸 鮎 野 天 相 での 砂 粒 を 普通

19 －92
小形 鉢

11．8／ ．～
3－5／3．2 5

胃相 蒜宗 高 ヨコヘ ラナ ヂ 聖 珊 食 む
普通

19 －93
／爽10 ／1／4

17 －5／1 9 ・9

－／（13－4）

糟 屋 品霜 残 る
洩柏 色 多く 含む 普通

19－9 4 S D 3 8 ／照 LO ／1／4
埜敗 5）

多く 含む 普通 m C 期
蛮 来系 ・8 7とけ －欄 体の ・．欄 性あ 。（0 00 8

ⅰ9．－9 5
禍 3 8 田両 区 ． 式 葺／ 誹 へ／休 部 上平 12月

5 ）
告違憲 禁 撃弊 胱 哲良 ・長石 ．石i椚 良好 堵 戯 詔 駄 0 0 08 ⅰ）

19 －－9 6
甘 工 路 男斉 形 9ー6／

5－0／
蒜 品 椚 攣 攣 不明 ） 朱矧 接

含む 普通

ⅰ9－－9 7 属 甜 器 月男 部 ？1ガ
）

訳 紺 砂 杓 を
曹通

19－9 8 S D 3 8
／小 形鉢

12・4
3 ．0／

ノ＼ケ メ
パ ケ メ

詰／誹 髭
普通 Ⅰl A －ⅠL B 期

19 一“9 9 S D 3 6 ？（S P 70 0 か ） ／′H lⅠ1？ ／ⅰ／4
‥／…
7・8／（0．5 5 ）

醜 享 溌 柏色 良好

19－ 10 0 S K ⅰ0 ／杯
略完 形
ⅰ／4

12 ・7／／～一
7．3／3－5

鋸 轟鮎 色 蛮 忘相 良・長石 ・ 良好
め ？

ⅰ9－一10 1 土師据
／楽

げ ～胴 部上 位／ 竺 ‰ ，う） 品常 貫 霜 箆 遅雪 雲撃 ヂ 細 島 ㌘ 砂 粒多 ・ 普通 （0 0 1 10 ）

19 － 10 2 S D 1 7 2 払 ぽ 屋鮮 描 ／ 一一／．一一

一一／（5．0）

［層 言　 持 瀾 膵 胡 鋸 購 菖色 恕 砂粒 多 を多 く含
普 通 （0 0 13 9 ）

19 －1 0 3 S D 1 7 －中 区二 ／雉 ？
鹿部 のみ／
／ⅰ／2

一一／一
8．0／（4・2 ）

相 手捗 洩 腔色 普通 （0 0 13 8 ）

ⅰ9－1 0 4
錆 択 一杜 核蝦刷 （ニニ 2相 男 角形 2 3－4／Ⅲ

一一／11・4

錯　 綜 錨 ＃ ア ？）
多く含 む

普 通 百聖 翫 お品 ㌻r能性 あ 。・丸底 に 近 い

ⅰ9－1 0 5 S D 0 9
‰ 皆 器 朋 のみ 一／一一

18・6／（6．4）
晶 霜 →裾 瓢 ヨ コナヂ 詫 減 配

粗 い
普 通

末
（0 0 10 0 ）

ⅰ9－1 0 6 S K 0 8 土 器

コ

休 部 ～裾 部
／1／4

一／一
8ー6／（9－4 ）

ナ ヂ
ナ デ 浅 橙色

碧 海 蟹 砂粒 多・其
普 通 （0 0ⅰ0 1 ）

ⅰ9口1 0 7 ⅰ4）
土 器
形 器 台

箱 起 欠損 甥 持惰 1 2－4 タ テパ ケ
ナ ナ メパ ケ

鋸 緋 監 蛮 習 ㌘ 砂 粒 を
普通

語 群 末（へ／古 墳

1 9－1 08 ／難 ／ⅰ／6 一．－／（7・5）
鋸 膿 畠

多 く含 む
普 通

未 （0 0 13 6 ）

1 9 一一1 09 S P 64 6
2 紆 用 略 完形

／ⅰ／2
1ⅰ・2／一一

一．－／6．1

； 封 と呂編 表芸 扁7
多 く含 む

普通 酢 戸 末（欄 初

ⅰ9－1 10 脚 部 欠損 ′甥 撤 9 鋸 購 畠 色 狭 紺 砂 粒 を 普通 酷 閥 （川 上 ／

1 9－ⅰⅰⅰ S X 0 1 男脆 甘 脚 柑 響7．4 鞘 S
刊・通

1 9－1 12 S K 02 2 繍 完 形 5・0／

一一／

縄 こ‡享 赤 橙色 3m m まで の 砂 粒 を
多 く含 む 廿 通 （0 0 10 2 ）

ⅰ9－ⅰⅰ3
古 式土 師器 ／

受 部欠 損 脚 裾

▼－／（

後3．5
）

ナ デ
ナ デ 相 良

良好

1 9－1 14 汽 甜 朋 ～ 胴部 中位 ／
5－5／ ）

持 摘 緑 霜 ナデ か 恩灰 色 宥漂 贋 の 砂 鞄 を 不 良 ？
玖 Ⅱ）

朋 紛 戸 は ケズ l）・内面鹿 部 は表 面 剥 落

1 9－1ⅰ5
／亜 ？

鹿 部の み －／－・
7－0／（3．1） 浅橙 色 考′く含 む 普 通 須玖 Ⅱ式 ？ （0 0 09 8 ）

1 9 －1ⅰ6
／壷

鹿 部の み －／－
6・1／（3・2）

内外 摩滅 不明
多 く含 む 普 通 須玖 Ⅱ 式 ？ （0 0 14 2 ）

1 9 －1 17 9 ）
簡 熟 ？ ー／一

一／（3・ⅰ）

カキ メ後 ナデ 配 ・長 石 を 若 干
良 好 （0 0 10 5 ）

ⅰ9－1 18
滑 石製 品
／鍋 言録部 小片

一／一～

－／（7．9） ケ ズリ
（銀灰 色 ）

1 9－1ⅰ9 ミニチ ュア
土 市／不明 ？）

撃脚 後 ⅰ・7
手捏 ね的 橙 、一斉橙 色 英 、長 石 普 通 時期 不詳

0 0 03 ）

表4　石器観察表（Fig－20）

番号 器種 長さ／幅／厚さ （cm ）※ ・（ ）は残存値－　 材質 遺存度 出土遺構・層位等 備考

1 ナ イフ形石器 （2・5 ）／1．1／0・5 黒曜石 l 先端部欠損 調査区内採集

2 石鉄 （1．7）／1・5／0．5 ガラス質安 山岩 先端部欠損 S D －40東土坑 混入晶、縄文早期 ？

3 石鉄 （1．1）／1．1／0．2 黒 曜石 －先端部・側線欠損 S K －45 混入品、縄文早期 ？

4 石鎌 （1．4）／ （1．2 ）／（0．3 ） 黒曜石 脚 部のみ S K －45 混入晶、縄文早期 ？

5 石錬 2・6／1．2／0・4 黒曜石　 匝 脚一部欠損 調査区内採集 弥生時代か

6 石錬 （2．3）／1．8／0・5 黒曜石 先端部欠損 調査区内採集 縄文早期 ？

7 石鉄 （2．1）／ （1・3）／0．3 黒 曜石 －先端部・片脚欠損 調査区内採集 縄文時代 ？

8 砥石 （9．3）／ （5・5）／（3．0 ） 砂 岩 一 辺欠損 S X －16

9 砥石 （10．8 ）／（5．4）／ （2．3） 粘板岩 破 片 S P －803

10 凹石 9．0／8．5／4・1 砂 岩 完 形 S C 一01 Ⅳ区

11 凹石 13．7／12．7／4・8 閃緑岩 完形　 －　s D －01 Ⅳ区西半

12 凹石 15．3／11．5／5．9　　 －結 晶斑岩 （花崗岩） 完形 S D －02　Ⅳ区 敲石 ．砥石としても利用

13 石錘 3．8／2．2／1．9 滑石 完形 S X －01 弥生終末

14 石錘 （12・0）／ （7．0）／（5．3 ） ー滑石 （蛇紋岩 ？） 破片 S P －300 （古墳前期 ？）

15 不明 品 （石錘 ？） 8．9／6・3／1．9 滑石 ？ 完形 I s D －02 Ⅹ区西端 四周 に敲打痕

16 硯 ？ （1．6）／（4．9）／ （0．8） 粘板岩 上線のみ S D －34 Ⅰ区 ？ 混入品か
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Fig・17　土器実測図Ⅰ（1／4）
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Fig．18　土器実測図Ⅱ（1／4）
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Fig．19　土器実測図Ⅲ（1／4）
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Fig．20　石器（1／1・2／3・1／3）．鉄器（1／2）　実測図
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との対照では、ⅡA期は柳田康雄氏の編年のⅡa、幾内の布留0式（纏向3式）に、ⅡB期は同じくⅡ

aの一部とⅡbの古相、布留Ⅰ式古相に、ⅡC期は同じくⅡbの新相、布留Ⅰ式新相から布留Ⅱ式古相

にそれぞれ対応するものである。SD20（在来系主体）とSDO3（外来系主体）がⅡA期の、SEO5（両

者混在）がⅡB期の、SD36がⅡC期の一括資料である。なおⅠ期は、在来系主体の時期で、甕はレン

ズ底または尖底で（丸底は少量）、むしろ弥生終末である。甕の形式分類で、Aは在来系、Cは庄内甕、

Dは布留系甕であり、A（D）とは甕Aの技法で甕Dを模倣したものを指す。

（2）石器（Fig・20－1～16）

これらの観察については表4を参照されたい。このうち16は硯のようだが、出土遺構はSD34とする

が、これは誤りで他の遺構の混入品であろう。他の石器・石製品も、厳密に出土遺構に伴うと考えられ

るのは少ない。なお表4の作成には、田上勇一郎・吉留秀敏の御協力を賜った。

（3）鉄器（Fig．20－17・18）

17は刀子である。SK12（撹乱）から出土。古墳時代以降のものである。茎の大部分と刃部の推定1／

Fig．21遺構変遷図（1／600）

2程度を欠失する。残存長5・

7cm、最大幅2．0cm。背の厚み

は3．5－4・5mm。保存状況は良好。

18は鉄鉱でSD34のⅡ区から

出土。弥生終末から古墳初頭

のやや大形の平根鉄の基部片

である。基部下辺が内湾する。

幅3．35cm、残存長2．1cm、厚み

は5一6mmを測る。鏡が著しい。

Ⅳ　まとめ

以上の遺構・遺物の検討を

もとに、Fig．21に遺構群の変

遷を示した。なお弥生中期後

半の遺構として、SD17・S

B09．SK08などがあり、調

査区中央の柱穴群に同時期の

住居があるかもしれない。Ⅰ

期からⅡ期とした弥生終末か

ら古墳前期の時期が、本調査

地点で最も遺構が多い時期で

ある。Ⅲ期のSDOlとSB05

などは、上位階層の環溝を有

する居宅であろう。Ⅳ期のう

ち、特に11～13世紀の遺構群

は、輸入陶磁器が少ない点等

から、高階層ではない、農民

層の村落であると考えられる。

なお本報告では参考文献等

の記述は割愛した。御寛恕さ

れたい。
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1・調査区東半近景（西から）
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2．調査区東半全景（西から）

3．調査区西半全景（東から）
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4・SX16・17、SD01－Ⅹ
～ⅩⅣ区、SD02－Ⅹ・Ⅹ区
（東から）

5．SD0上02ーⅠ区北側土層（南から）

7．SD20全景（北から）

6．SD02－Ⅹ区西端土器出土状況（東から）

8．SD20コーナ一部土器出土状況（北から）
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9．SD34・35．36・38、SB12・13・14・32（南から）

11・SD36－Ⅲ区土器出土状況（北から）

10．SD36－Ⅱ．Ⅲ区（手前がⅡ区）土器出
土状況（西から）

12・SK01完掘状況（北から）
※手前はSP287（SB09）
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14．SK32（左）・SK31（右）（北から）
13．SC01全景（北から）

15．SEOl土層状況（西から、左側がやや掘り足りない）

17・SE04土層状況（南から）

16・SEO5完掘状況（東から）

18．SE02土層状況（北から）



20．SB02全景（南から）

19・SB05全景（西から）

21．SB04全景（東から）

24・SB06全景（西から）

22．SB01全景（西から）

23．SBO3全景（西から．右はSBOl）
1

25・SP300（SB06）石錘出土状況（東から）
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27．SB17、SB36？（南から）

29．SB10全景（南から）

31．SB16全景（南から）

26．SB09全景（西から）

28．SB07全景（北西から）

30・SB18（南から）

32・SB19（南西から）
33．SBll全景（南から、中央はSEO5）
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3

（00071）

1，SDO1－Ⅸ区2．SDO1－Ⅷ区3．SD36－1ⅠⅠ区4．5．SD36－1Ⅰ区6．SD35－II区

7．SD38　8．SD341ⅠⅠ区　9．SD36－1lI区10．SD36－lV・Ⅴ区間11．SD36－IIl区
12～14．SD2015．SP－30016．SD0317－19．SE0520．SD02－ⅩⅠ区

（）内は登録番号
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